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研究成果の概要： 

本研究は、文学作品ではナボコフの小説『絶望』、ドストエフスキイの小説『おかしな男の夢』、

マラルメの『イジチュール』、中国の『紅楼夢』を、映像関係ではアレクセイ・ゲルマンなど

50 年代のソ連社会を舞台とした近年のロシア映画、エイゼンシュテインの映画理論、30 年代

から 50 年代のドイツ映画と親近性をもつ近いマキノ雅弘作品などを主たる分析対象として、

各研究者がそれぞれの分野で、「二重世界」、「二重文化性」、「二重の知覚」といった二重性を生

きる分身的主体のあり方について考察したものである。ここで分身的主体とは、ジギルとハイ

ドのような＜病的＞現象としてではなく、あれでもありこれでもあるという複数的存在様態を

肯定してゆく創造的エネルギーを備えたものとして捉えられている。あれかこれかという単一

的世界像の見直しを促すこのような分身テーマは、複製技術時代における文学と思想と映像の

相互関係を理解する上できわめて有効な手掛かりとなりうるものである。 
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 直接経費 間接経費 合 計 
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研究分野：文学 
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１．研究開始当初の背景 

研究開始当初において、高木は、E.T.A.ホ

フマンの『砂男』における「分身」を論じ

たフロイトの論考「無気味なもの」を手掛

かりに、フリッツ・ラングの一連のマブゼ

映画の分析に着手し、そこにゴダール、リ

ヴェット、レネなど現代映画にも通じる分

身テーマを見出していた。諫早は、ドスト

エフスキイの『分身』とナボコフ、三島、



ボルヘスらにおける分身テーマを比較する

ことで、19世紀文学の分身テーマと、20世

紀の分身テーマの相違について考察を始め

ていた。メーリニコワは、1930-80年代ソヴ

ィエト時代のロシア映画資料を収集し、そ

こで流行した二重スパイという「分身」テ

ーマに関心を寄せていた。初年度にはノブ

ゴロド大学で在外研究中であった松本は、

ドストエフスキイ作品を中心にロシア文学

史上の分身テーマについて調査を行ってい

た。大平は、エイゼンシュテインの映画理論

における創作者の存在論的＜分裂＞というテ

ーマを、一連の論考において考察していた。

銭鴎は、中国文学史における「分身」と、

西洋の文学史・芸術史における「分身」の

対応を検証するため、説話における中国的

「分身」と西洋的「分身」との差異の分析

に着手していた。宮嵜は、マラルメにおけ

る〈身体〉という位相を、詩人の〈分身〉

としてのイジチュールの狂気と、同毒療法

による詩人自身の狂気の克服過程との関係

から考察していた。このように多様な研究

分担者が、それぞれの分野における自分の

研究と「分身」テーマとの関連の重要さを

強く意識していたことを出発点として、本

研究は開始された。 

 
２．研究の目的 
本研究の目的は、ロマン主義文学に現れた

「分身」テーマをいま一度検証することから
はじめて、それが 19 世紀中葉から 20 世紀に
おける近代社会の発展、科学技術の進歩の中
で変容してゆく過程を明らかにすることに
あった。ベンヤミンが「複製技術時代」と呼
ぶ近代の技術社会において、ロマン主義的な
「分身」テーマがどのように引き継がれ、科
学技術とどう関係し、大都市の民衆像にどの
ような影を投げかけるのか、またそれが 19
世紀から現代に至る思想状況、あるいは印象
派など近代絵画の成立、フロイトによる精神
分析の誕生、映像という新たな表現媒体の出
現などの出来事と相互にどう関連し合って
いるのかが考察された。さらに本研究は、西
洋的な近代技術の移入が日本、中国の文化・

芸術にどのような変容をもたらしたか、分身
というテーマが、近代以降の日本、中国の文
学、映画においてどのように現象しているか
をも射程に入れることで、比較文化論的意義
も有していた。すなわち、本研究で問われた
のは、何よりも分身というテーマと、近代の
技術社会の関係であり、それは現代のテクノ
ロジーの問題とも密接に関わるものとして
あった。 
 
３．研究の方法 

本研究では、研究分担者７人を①映像研
究班、②文学研究班に分け、①には高木、
メーリニコワ、大平が、②には諫早、宮嵜、
銭、松本が加わった。研究代表者である高
木は映像研究班と文学研究班とを結ぶ総括
の役割を担った。 

映像研究班は、「分身」テーマが描かれ
た映画作品の調査・収集を行い、高木はヨ
ーロッパ映画およびアメリカ映画、メーリ
ニコワはロシア映画と日本映画、大平は中
東欧映画およびアジア映画にそれぞれ重点
をおいた。また、映画理論の歴史について
も考察を進め、高木は戦後のフランス・イ
タリア・ポルトガル映画、メーリニコワは
戦後のソヴィエト映画、大平はエイゼンシ
ュテイン及び中東欧諸国の映画理論を分析
するとともに、これらの理論と「分身」テ
ーマとの関わりについて、議論を通して互
いに理解を深めていった。 

一方、文学研究班は、ロマン主義以降の
文学おける分身テーマと現代文学における
分身テーマの相違と共通性に着目しながら
研究を進めた。まず宮嵜はマラルメ以降の
フランス文学を中心に英米の文学にも目配
りしながら「分身」テーマを扱った作品の
収集に努め、松本はドストエフスキイ作品
における分身テーマと、それが20世紀の文
学・思想に及ぼした影響について考察し、
諫早は日本文学を中心に、これと関連する
西欧諸国の文学を渉猟し、銭は19世紀から2
0世紀にかけての中国文学に目を向けた。さ
らに、20世紀に映像化された分身譚につい
ての調査を、映像研究班との共同作業とし
て行った。 
 
４．研究成果 
メーリニコワは、ゲルマンの『フルスタリ

ョフ、車を！』、ウチーチェクの『宇宙を夢
見て』、ルビンチクの『南京の風景』という
50 年代のソ連社会を舞台とした近年のロシ
ア映画を主な対象として、今日のロシア社会
において分身テーマが頻繁に扱われる意味
を分析した。諫早はナボコフの小説『絶望』
の登場人物たちが背負っている二重文化性
について分析し、他人が相違しか認めないと
ころに類似を見る「二重視」の能力を、亡命
者特有の感覚として位置づけ、一国文化主義
を越える亡命文学の意義を強調した。大平は、
エイゼンシュテインのモンタージュ理論が、
近代的主体には相違しか見えない二者の間
に「パトスの深層における原始・イメージ思
考」による類似を見出すことであると指摘し



つつ、しかし、これが芸術創造の方法論とし
て成立するには、ロゴスの表層からパトスの
深層への退行と同時に、再びロゴスの領域へ
と反転する双方向的運動＝「二重の知覚」が
不可欠であることを論じた。高木は、30年代
から 50 年代のドイツ映画に頻出する＜真＞
と＜偽＞の転倒のテーマが、日本のマキノ雅
弘の映画にも見られることに着目し、真偽の
反転、＜偽＞の＜真＞に対する優位を演じる
演劇的主体が、近代的リアリズムに反し、外
見を演じることにおいて内面的葛藤を捨象
しつつ、文楽人形のような様式的存在に近づ
いてゆくことを指摘した。松本はドストエフ
スキイの小説『おかしな男の夢』に登場する
「地球」について、もとの地球ともとの地球
の分身が「今ここで、ふたつ同時に存在する」
「二重のありよう」としての世界であると論
じ、この弁証法的「とんぼ返り」を経た二重
世界で一人の子供の苦しみを分身的主体と
して引き受け、「全世界的な事物の秩序に責
めを負って」ゆこうとする主人公のあり方を
論じた。銭鷗は『紅楼夢』における夢の構造
を荘子の胡蝶の夢との関連において考察し
た。宮嵜はマラルメ詩学における分身テーマ
をイジチュールの狂気を手がかりに考察し
た。 

以上の成果を総合することで、ベンヤミン、
ベルグソン、フロイトらがすでに捉えていた
複製技術時代における主体のあり方を、文
学・映像作品をとおしてある程度明らかにで
きたと思う。真偽の転倒した二重世界を生き
るこの分身的主体は、各研究成果が示すよう
に、単一的世界像においてあれかこれかを選
ぶのではなく、あれでもありこれでもあると
いう主体の複数性を肯定する強度を備えて
いる。分身テーマのこのような創造的意義を
捉えた本研究は、今後さらに複製技術時代に
おける文学と思想と映像の相互関係をさら
に精緻かつ広範に考察する上で、きわめて有
効な手掛かりとなりうるものである。 
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